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性ホルモンに就て
伊藤正雄発
生体中に Androgenと Esterogenが一定の均衝を保って含まれている事は周知の事実であ
る。 Steroidホルモンの使用型としては emulsion，suspehsi∞， pelletの3型があるが，その
使用目的に依P是を使い別ける必要がある。試みに是
等3つの型の吸収曲線を見ると左図の如< •eniulsion 
は極く短時間に念激に吸収され， suspensionは比較
的長時間に pelletは極めて徐々に吸収される。且つ 
PeUet 	 その吸収量は， pelletに於て最も多いと言われるO 従
って生殖器発育不全の如きものには pelIetを用いる
事が合理的であふ月経週耕の変実を目的とする揚合には emulsionに依る事が安当である。
男性ホルモンは生殖器発育，ニヲ民的性徴の発現，性慾の品進に関与し， 叉皮膚色素沈着，筋
骨系の発育緊張，乳房発育阻止， Na，Cl，代謝に関蓮する。、従って男性ホルモンは生殖器，筋骨
系の発育不全，神経質，陰萎などの治療に崩いられる。外国文献を見ると男性の Krimscted-
回2-3宛lOmg回用い，効果があれば続いて2-3を週30mg<，_25の各症状に対してはum
用いる。叉陰萎は多因性のものであり各因子が鎖状に結び、合って発現するのである故，性器の
発育不全そのたの原因ナるものには有効で'あるが，その他の原因のものには効果を期待出来な
い。併し老人の如く性慾を有し乍ら勃起不全のものには 30-50mgを可成り長ぐ用い， 叉 
50 mg ，_25，tcを併用ナるととに依り良効のあるととがある。その他良性前立腺肥大症pellet
を術前術後に用いて効ありと言われているO
最近 AndrostanoloneなるホJレモンが合成され， その阻癌作用が注目されている。是ば 
1935年に発見された 6ので，水にも泊にも溶解せず0;;，今迄47例に用いた成績では 42"'-'43%に
有効で淋巴腺転移を認めたいと言う文献もあるO 男性ホルモンの内服は総じて遁加的注意義し
か有し恕い母
覗床下部→下垂体の薬理
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ホルモン研究の第 1諜として吾々は・ホルモン産生臓器の別出即ちその一部又は全部の刻出に
よる股落現象或は機能障害を観察ナるが，一方には当然移植も試みられるのである O
更にとれらのホルモン臓器から夫々のホルモンの抽出，その純化，合成，効力の検定rs.~'が.
行われ，とれに伴い種々の生理f信用も研究される。
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今日問題とたっている下垂体の前葉から発せられる 6種のホルモンのうちの性腺刺激ホルモ
ンには櫨胞刺激ホノレモシ.f01licle stimulating hormone (F 5 H)，黄体化ホルモン luteinizing 
hormone (LH)又は間質細胞刺激ホルモン interstitialceU stimulating hormone (ICSH) 
があるが，妊娠時には尿中にも性腺刺激能のある物質が犬量に排池され， とれば下垂体からと
いうよりもむしろ胎盤から出るととが明らかとなり脈絡膜性性腺刺激ホルモン chorionicgon-
oといわれているophin廿gonat1o1'mone 01'ophicho 廿ado
早期診断に用いられて，現在のガマを用いての Maianiniの平期姫娠診断法にまで至ったので
ある。
然し chorionicgonado甘ophinは血中にもまた或る種の悪性腫蕩患者の尿及び組織中にもみ 
6れるのであるO 叉姫娠雌馬の血清中にも gonado廿ophicactivityをもつものがあって血清 
gonado甘ophinといわれ， 2種の下垂体の gonado甘ophinと協同作用を示し， いす干れも非妊
白鼠の卵巣の重量を士宮させるO
ととろで私が興味おをもっているととはとれらの性腺刺激ホルモンが下垂体から分泌される機
序4特dF見床下部→下垂体の関係である。
薬理学的には me位協01たE痘撃毒の応用により，また家兎で交尾に続き，或は陸刺激，或
は頚管内部刺激，乳頭吸引等によって偽妊娠が現われる。
とのようた事実の機序については，交感，副交感両神経を介して行われるという設に対して 
Schweitze1'た~'ほ下垂体刻出動物に下垂体を眼房内に移植しても性的能力を保つという点か
ら神経を介するという設に反対している。
1ft見床下部の破壊は性的能力に種々の障害があるとい¥， その彼壌が季L頭結節附近の場合には
性周期段正常に保たれるが繁績は行われず~更に前方の障害では外生植器の肥大を来し，j監は，
開き黄体ぽ現われない。
下垂体の柄の附近で破壊が行われると生殖器は完全に萎縮を来し盤は閉鎖、している。 
Marshal1によると acetylcholineを静注したのでは排卵はみられないが， Taubenhausは 
とれらの物質があるととは妊娠の
を下垂体に直接に注射したととる偽姫娠をみたという。ostigmine1'p及びacety lchqline
Oを観尿下部に注入して排卵を起させているacetylcholineはd1'Pickfoまた 
私の教室では各種の薬物の親尿下部への注入による薬理や流血中の好酸球数の変動を指標と
しで説尿下部→下垂体→副腎の関係をみているが， との部の解明は極めて興味深いものがあ
るo 
/ 
